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2
面

3
面

4
面

5
面

主
張「
健
康
保
険
法
等
改
正
案
の
可
決
成
立
・『
一
部
保
険

外
療
養
の
創
設
』に
強
く
抗
議
す
る
」／
通
院
・
在
宅
精
神

療
法
に
係
る
衆
議
院
厚
生
労
働
員
会
の
審
議
／
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
係
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

2
0
2
6
年
度
個
別
指
導
等
の
計
画
に
つ
い
て
／
資
格
確

認
書
の
全
員
交
付
を
求
め
る
取
り
組
み

会
員
訪
問
／
医
科
・
歯
科
Ｑ
Ａ

雇
用
問
題
等
Ｑ
Ａ
／
原
発
よ
り
も
命
の
海
を
／
旧
広
島
逓

信
病
院
外
来
棟
平
和
資
料
館
開
館

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
点
数
改
定
の

内
容
を
深
掘
り

医
科
・
新
点
数
2
次
検
討
会
開
催

　

5
月
24
日（
土
）、協
会
は

「
新
点
数
第
2
次
検
討
会
～

新
点
数
の
運
用
対
策
と
Ｑ
＆

Ａ
テ
キ
ス
ト
の
活
用
～
」を

開
催
し
ま
し
た
。保
団
連
発

行
の
テ
キ
ス
ト「
新
点
数
運

用
Ｑ
＆
Ａ
レ
セ
プ
ト
の
記

載
」を
用
い
て
、全
国
の
保
険

医
協
会
・
医
会
が
集
約
し
た

新
点
数
に
関
す
る
疑
問
や
、

「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」

発
刊
以
降
に
明
ら
か
と
な
っ

た
厚
労
省
疑
義
解
釈
の
取
扱

い
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
解

説
。新
点
数
の
運
用
開
始
、ま

た
施
設
基
準
の
届
出
期
限
を

目
前
に
控
え
た
な
か
、各
点

数
の
算
定
方
法
や
要
件
を
再

確
認
す
る
機
会
と
し
て
企
画

し
た
検
討
会
に
、会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
、92

医
療
機
関
1
5
2
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

外
来
で
は
、相
談
件
数
の

多
い「
健
診
等
と
同
一
日
に

1
回
の
受
診
に
お
け
る
初
・

再
診
料
の
算
定
の
可
否
」や
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
と
医
療
情
報
取
得
加
算
を

再
編
し
、新
設
さ
れ
た
電
子

的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備

加
算
の
算
定
要
件
や
施
設
基

準
の
変
更
点
等
を
確
認
。在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
等
で

は
、「
月
2
回
以
上
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
場
合
で
も
月

1
回
の
区
分
で
算
定
す
る
規

定
」の
判
定
に
関
す
る
計
算

方
法
や
、5
月
1
日
に
発
出

さ
れ
た
訂
正
事
務
連
絡
で
届

出
直
し
が
必
要
と
な
る
医
療

機
関
の
範
囲
が
変
更
と
な
っ

た
点
に
触
れ
ま
し
た
。

　

入
院
で
は
、新
設
さ
れ
た

救
急
患
者
応
需
係
数
、身
体

的
拘
束
最
小
化
に
関
す
る
施

設
基
準
や
加
算
の
取
扱
い
、

重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度

の
評
価
見
直
し
等
に
つ
い
て

解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」が
国

会
で
審
議
さ
れ
る
な
か
、5

月
23
日（
土
）に
街
頭
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

28
本
の
法
律
を
束
ね
た
法

案
は
、「
一
部
保
険
外
療
養
」

を
新
た
に
創
設
し
、Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
処
方
に
あ
た
り
患

者
に
追
加
負
担
を
求
め
る
内

容
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
の
上
限
額
引
き
上
げ
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
が
広
範
に
増
加
す

る
だ
け
で
な
く
、「
一
部
保
険

外
療
養
」の
対
象
拡
大
の
懸

念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、住
民
へ
の
周
知

が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
大
Ｐ
Ｒ
看
板
で
法
案
の
問

題
点
を
解
説
、買
い
物
客
で

ご
っ
た
返
す
広
島
市
中
心
部

の
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ト
で

練
り
歩
き
ま
し
た
。署
名
付

き
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

手
渡
し
、「
薬
代
が
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」と
話
す

と
、「
法
案
の
こ
と
は
よ
く
知

ら
な
か
っ
た
。負
担
が
こ
れ

以
上
増
え
る
と
困
る
」な
ど

と
話
す
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

法
案
は
、5
月
29
日（
金
）、

参
議
院
本
会
議
で
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
成
立
し
ま
し
た

が
、国
民
皆
保
険
の
空
洞
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
重
大
法

案
に
つ
い
て
、事
前
に
十
分

な
報
道
、国
会
で
の
徹
底
審

議
が
行
わ
れ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。患
者
や
医
療
現

場
の
声
が
軽
視
さ
れ
る
政
治

に「
Ｎ
Ｏ
！
」の
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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「
2
0
2
6
年
度
の
個
別
指
導
等
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
」を
3
面
に
掲
載

「
2
0
2
6
年
度
の
個
別
指
導
等
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
」を
3
面
に
掲
載

「薬の負担がさらに増える?!」「薬の負担がさらに増える?!」
「保険外しが拡大?!」「保険外しが拡大?!」

健保法「改正」案の問題点を街頭で宣伝

2026年度診療報酬改定関連書籍のご案内

ぜひご活用ください！

保険診療便覧
会員の注文者に無料分
1冊を送付しています。
追加注文は有料（5,060
円（税込））になります。

歯科保険診療
の研究
7月に開業医会員に無
料分1冊を送付します。
勤務医会員で入用の方
はご注文ください。追
加分は有料（9,000円
（税込））になります。

医科・歯科新点数検討会の動画配信中
4月に開催した医科・歯科新点数検討会の動画を期間限定で公開しています

（6月30日まで（予定））。広島県保険医協会ホームページの会員専用サイトか

ら視聴できますので、ご活用ください。
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ｉ
を
従
業
員
や
患
者
と
共
有

し
利
用
し
て
い
る
？
」な
ど

10
の
質
問
を
提
示
し
、診
断

を
受
け
る
か
ど
う
か
の
目
安

に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し

た
。診
断
で
は
、フ
ァ
ー
ム

ウ
ェ
ア
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ロ
グ
を
用
い
て
不
正
ア
ク
セ

ス
の
状
況
を
確
認
。国
内
外

か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
や
そ

の
意
図
も
識
別
し
、危
険
度

を
計
り
ま
す
。最
近
は
ウ
イ

ル
ス
感
染
し
た
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

共
有
に
よ
る
感
染
事
例
も
増

加
し
て
い
る
た
め
、Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
や
ル
ー
タ
ー
が
遮
断
で

き
な
か
っ
た
ロ
グ
も
確
認
し

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
1
5
5

名
か
ら
参
加
が
あ
り
、迷
惑

メ
ー
ル
の
増
加
と
そ
の
対

策
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
の

共
有
に
つ
い
て
な
ど
の
質

問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。利
便

性
を
向
上
さ
せ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
す
が
、同
時
に
専

門
知
識
を
必
要
と
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
要
と

な
り
、中
小
事
業
者
に
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
も

生
じ
ま
す
。

　

希
望
者
は
日
本
通
信
機
器

（
株
）に
よ
る
無
料
診
断
へ
つ

な
ぎ
ま
し
た
の
で
、ア
ポ
イ

ン
ト
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
受
講
証
発
行
希
望
者
の

う
ち
1
件
、会
員
名
が
記
入

さ
れ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、お
気
づ
き
の
際

は
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」は
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
い
必
須

と
な
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
つ
い
て
、サ
ー
ビ
ス
の

提
案
も
あ
わ
せ
た
企
業
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本（
株
）ビ
ジ

ネ
ス
営
業
本
部
の
杉
村
雄
氏

か
ら
は
、近
年
、影
響
の
規
模

が
拡
大
し
て
い
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
脅
威
と
し
て
、ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
攻
撃
、中

小
事
業
者
に
お
け
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の
実
態
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

1
0
0
％
の
安
全
は
な
い
と

は
い
え
、①
か
ら
⑤
の
段
階

で
示
さ
れ
た
具
体
的
な
対
策

は
、自
院
で
ど
こ
ま
で
の
対

策
を
と
る
か
の
物
差
し
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
内

容
で
し
た
。

　

広
島
県
警
と
も
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
サ
イ
バ
ー
対
策
セ
ミ

ナ
ー
に
取
り
組
む
日
本
通
信

機
器（
株
）営
業
本
部
の
浜
砂

昭
文
氏
は
、「
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
対

策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」に
基

づ
い
て
改
善
点
の
有
無
や
箇

所
を
判
断
し
て
い
く
無
料
診

断
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。「
パ
ソ
コ
ン

に
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど

を
張
り
付
け
て
い
る
？
」「
家

電
量
販
店
で
購
入
し
た
ル
ー

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
？
」

「
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利

用
し
て
い
る
？
」「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本（
株
）と
日

本
通
信
機
器（
株
）と
の
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
開
催
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー「
こ
こ

か
ら
は
じ
め
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

「何かあってから」ではなく、
　　「何かが起こる前の」対策を

クリニックの
セキュリティ対策セミナー

　

3
月
13
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た

「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」は
、自
民
、維
新
、中
道
、国
民
、

参
政
、み
ら
い
が
賛
成（
反
対
は
共
産
の

み
）し
、衆
議
院
を
通
過
。極
め
て
重
要

な
問
題
点
を
指
摘
し
、17
も
の
附
帯
決

議
を
採
択
し
つ
つ
も
法
案
賛
成
と
い
う

姿
勢
は
納
得
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ

た
。そ
し
て
こ
の「
改
正
」法
案
は
、5
月

29
日
、少
数
与
党
の
参
議
院
で
も
可
決

さ
れ
、成
立
し
た
。

　
「
改
正
」法
案
は
、市
販
薬
と
の
代
替

性
が
高
い
療
養
等
に
つ
い
て
、薬
剤
費

の
一
部
を
医
療
保
険
か
ら
外
す「
一
部

保
険
外
療
養
」を
創
設
す
る
。対
象
薬

剤
、配
慮
対
象
者
な
ど
具
体
的
な
運
用

は
法
成
立
後
に
決
め
る
と
し
て
い
る

が
、12
月
の「
大
臣
折
衝
事
項
」で
は
、対

象
薬
剤
77
成
分（
約
1
1
0
0
品
目
）と

さ
れ
て
お
り
、薬
剤
費
の
4
分
の
1
を

患
者
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。

　

法
案
審
議
で
は
、「
一
部
保
険
外
療

養
」が
薬
剤
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、将

来
的
に
診
察
・
検
査
・
処
置
な
ど
に
拡
大

す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。政
府
側

は「
薬
剤
を
想
定
し
た
法
改
正
」「
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
」と
答
弁
す
る
が
、法

に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、解
釈
変

更
は
可
能
で
あ
ろ
う
。「
市
販
薬
で
対
応

し
て
い
る
患
者
と
の『
公
平
性
』」を
主

張
す
る
が
、医
師
の
診
断
を
受
け
て
処

方
さ
れ
る
薬
剤
と
、自
己
判
断
で
飲
薬

す
る
も
の
に「
公
平
」を
求
め
る
こ
と
は

筋
違
い
で
あ
る
。ま
し
て
や
、患
者
負
担

が
増
え
る
方
に
、医
療
と
は
言
え
な
い

自
己
判
断
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る「
改
正
」

は
、保
険
医
療
の
縮
小
・
切
り
捨
て
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、正
常
分
娩
に
全
国
一
律
の
基

本
単
価
を
設
定
し
、現
物
給
付
を
行
う

実
質
保
険
適
用
化
と
言
え
る
内
容
も
含

ま
れ
る
。当
面
は
、現
在
の
出
産
一
時
金

と
の
併
用
を
認
め
る
が
、基
本
単
価
の

設
定
は
法
成
立
後
に
検
討
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、産
科
施
設
に
あ
る
現
行
制
度

下
で
の
コ
ス
ト
構
造
を
カ
バ
ー
で
き
る

単
価
設
定
で
な
け
れ
ば
、施
設
の
さ
ら

な
る
減
少
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

5
月
19
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
は
、高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

安
藤
道
人
立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
学

科
教
授
は
、マ
ク
ロ
経
済
の
視
点
か
ら

も
、医
療
費
負
担
を
公
か
ら
国
民
へ
付

け
替
え
る
も
の
で
し
か
な
く
、消
費
経

済
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
と
指
摘
。医

療
現
場
の
代
表
は「
国
民
皆
保
険
制
度

の
理
念
は
、必
要
且
つ
適
切
な
医
療
は

保
険
診
療
で
確
保
す
る
」こ
と
の
確
認

を
求
め
た
。国
民
皆
保
険
制
度
の
空
洞

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
法「
改
正
」が
、

「
と
り
あ
え
ず
法
案
通
過
、詳
細
は
そ
の

後
に
検
討
す
る
」「
国
会
審
議
な
く
省
令

で
決
め
ら
れ
る
」も
の
で
よ
い
は
ず
が

な
い
。「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」の
可
決
・
成
立
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
、廃
案
に
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

主　張

健
康
保
険
法
等
改
正
案
の
可
決
成
立
・

「
一
部
保
険
外
療
養
の
創
設
」に
強
く

抗
議
す
る
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2
0
2
6
年
度
の
個
別
指

導
等
の
実
施
計
画
が
、中
国

四
国
厚
生
局
か
ら
開
示
さ
れ

た
資
料
に
よ
り
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た（
26
年
3
月
に
計

画
策
定
）。

個
別
指
導

　

個
別
指
導
の
実
施
予
定
数

は
、医
科
・
病
院
が
9（
選
定

理
由
：「
再
指
導
等
」0
、「
高

点
数
」が
9
）、医
科
・
診
療
所

が
77（
選
定
理
由
：「
再
指
導

等
」9
、「
高
点
数
」66
、「
情
報

提
供
」2
）で
す
。累
計
区
分

ご
と
の
実
施
予
定
数
、選
定

理
由
は
表
の
と
お
り
で
す
。

歯
科
は
59（
選
定
理
由
：「
再

指
導
等
」9
、「
高
点
数
」49
、

「
そ
の
他
」1
）で
す
。医
科
、

歯
科
と
も「
高
点
数
」理
由
の

選
定
が
多
数
で
す
。「
再
指
導

等
」、「
情
報
提
供
」、「
そ
の

他
」の
理
由
で
対
象
と
な
っ

た
医
療
機
関
は「
高
点
数
」に

優
先
し
て
実
施
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

集
団
的
個
別
指
導

　

集
個
の
実
施
予
定
数
は
、

医
科
が
88（
病
院
11
、診
療
所

77
）、歯
科
が
80
で
す
。医
科

歯
科
と
も
に
前
年
度
に
比
べ

て
実
施
予
定
数
が
3
割
ほ
ど

減
少
し
て
い
ま
す
。類
型
区

分
ご
と
の
県
平
均
点
数
、対

象
点
数
は
表
の
と
お
り
で

す
。

個
別
指
導
・
新
規
個
別
指
導

の
通
知
が
届
い
た
ら
、協
会

に
相
談
を
！

　

個
別
指
導
の
通
知
が
届
い

た
ら「
何
を
聞
か
れ
る
ん
だ

ろ
う
か
？
」、「
な
ぜ
指
導
に

選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
？
」と

多
く
の
先
生
が
不
安
を
感
じ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、診
療

で
忙
し
い
な
か
で
準
備
や
対

策
を
1
人
で
行
う
の
は

大
変
で
す
。個
別
指
導
、

新
規
個
別
指
導
の
通
知

が
届
い
た
ら
、保
険
医

協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。日
常
の
カ
ル
テ
記

載
や
療
養
の
給
付
に
関

す
る
書
類
の
整
備
が
個

別
指
導
対
策
の
基
本
で

す
。協
会
は
指
導
当
日

ま
で
の
準
備（
持
参
物

や
指
摘
の
多
い
事
項
の

確
認
な
ど
）や
指
導
当

日
の
弁
護
士
帯
同
や
録

音
の
実
施
な
ど
、会
員

の
要
望
に
沿
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。指
導
対
策
の
書
籍
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

歯科 2026年度
●個別指導実施予定保険医療機関数　59
　・再指導等………… 9
　・高点数……………49
　・その他…………… 1
　※�「その他」は、その他特に都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関。
●集団的個別指導実施予定保険医療機関数　80
　・県平均点数………1,358点
　・対象点数…………1,629点
総保険医療機関数　1,483

【医科】2026年度　個別指導実施予定保険医療機関数等
【病院】

類型区分 総保険医療機
関数 実施予定数 選定理由

再指導等 高点数
一 般 病 院 172 7 0 7
精 神 病 院 30 1 0 1
その他（※1） 24 1 0 1
合 計 226 9 0 9

【診療所】

類型区分 総保険医療機
関数 実施予定数 選定理由

再指導等 高点数等
内 科 559 22 1 21
内 科（ 在 宅 ） 462 18 1 （※2）17
内 科（ 透 析 ） 42 2 0 （※2）2
精神・神経科 94 4 1 3
小 児 科 119 2 0 2
外 科 154 （※）6 2 （※）4
整 形 外 科 170 7 4 3
皮 膚 科 108 3 0 3
泌 尿 器 科 32 1 0 1
産 婦 人 科 62 1 0 1
眼 科 171 7 0 7
耳 鼻 咽 喉 科 114 4 0 4
合 計 2087 77 9 68

（※1）臨床研修指定病院、大学附属病院、特定機能病院
（※2）内科（在宅）及び内科（透析）はそれぞれ「情報提供」1件を含んだ数。
（＊）当会が開示請求した資料の表中では、高点数4件となっているが、議事録で
は「高点数」4件と「その他」1件が選定されており、合計件数は7となる。「その他」
とはその他特に都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関。

【医科】2026年度　集団的個別指導実施予定保険医療機関数等
【病院】

類型区分 総保険医療機
関数 実施予定数 県平均点数 対象点数

一 般 病 院 172 10 59,010 64,911
精 神 病 院 30 0 43,049 47,353
そ の 他（ ※ ） 24 1 74,245 81,669
合 計 226 11 ― ―
※臨床研修指定病院、大学附属病院、特定機能病院

【診療所】

類型区分 総保険医療機
関数 実施予定数 県平均点数 対象点数

内 科 559 15 1,166 1,399
内 科（ 在 宅 ） 462 31 1,348 1,617
内 科（ 透 析 ） 42 3 11,607 13,928
精神・神経科 94 0 1,236 1,483
小 児 科 119 4 1,004 1,204
外 科 154 6 1,468 1,761
整 形 外 科 170 5 1,294 1,552
皮 膚 科 108 0 733 879
泌 尿 器 科 32 1 1,053 1,263
産 婦 人 科 62 4 1,549 1,858
眼 科 171 5 1,180 1,416
耳 鼻 咽 喉 科 114 3 707 848
合 計 2087 77 ― ―

・「1か月あたりのレセプトが概ね30件未満の保険医療機関」または「前年度・
前々年度に集団的個別指導、個別指導、新規個別指導を受けた保険医療機関」は
指導対象から除外（病院・診療所共通）
・対象点数＝県平均点数×1.2（病院は×1.1）

2
0
2
6
年
度
の
個
別
指
導
等
の
実
施

計
画
に
つ
い
て

厚
生
局
が
計
画
を
開
示
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（在宅医療）
Q1 注射の通則に新設された看護師等遠隔診療注射実施料を算定した場

合、在宅患者訪問点滴注射指導管理料は算定できるか。
A1 算定できません。

（投薬）
Q2 2026年6月1日より入院外の患者に対する栄養保持目的の医薬品の投

与は原則、調剤料、処方料、薬剤料、処方箋料、調剤技術基本料（以下「調剤
料等」）が算定できないこととなったが、例外はないないのか。

A2 以下の「ア．」又は「イ．」に該当する場合は調剤料等が算定できます。
　ア．手術後の患者や経管により栄養補給を行う患者で、その旨を処方箋及

びレセプトに記載している。
　イ．医師が食事での栄養摂取が困難（その他これに準ずる場合）であり、栄

養保持目的の投薬が必要と判断した患者で、その理由を処方箋及びレセ
プトに記載している。

（予約に基づく診察の患者都合によるキャンセル料）
Q1 6月1日から療養の給付と直接関係ないサービスとして「予約に基づく診察の

患者都合によるキャンセル料」を患者さんから徴収できるようになったが、「予
約に基づく診察」とは、どのような場合をいうのか。

A1 選定療養における「予約に基づく診察」の場合のことをさします。以下の
事務連絡をご確認ください。

「療養の給付と直接関係ないサービス等の取扱いに関する疑義解釈資料の送
付について」（事務連絡令和8年5月29日）

【予約に基づく診察の患者都合によるキャンセル料】
問�1　療養の給付と直接関係ないサービスとして「予約に基づく診察の患者都
合によるキャンセル料」が追加されたが、これは選定療養における「予約に基
づく診察」において、当該診察日の直前に患者都合で予約がキャンセルされ
た場合に限って、患者から費用の徴収が認められたということか。

（答）　そのとおり。

医科点数等 Q＆A

会員訪問◯162会員訪問◯162会員訪問◯162会員訪問◯162
貞森　理子　先生貞森　理子　先生貞森　理子　先生貞森　理子　先生

さだもりレディースクリニック
広島市

さだもりレディースクリニック
広島市

医科･歯科点数等Q＆A

地域支援・外来医薬品供給対応体制加算
の施設基準の届出にご活用ください

—長崎県保険医協会・特設ページ－

　2026年度診療報酬改定で「地域支援・外来医薬品供給対応体制加算」
が新設されました。院内処方を行っている、後発医薬品の使用割合の高
い診療所が投薬を行った場合に1処方につき所定点数を加算できます

（要施設基準）。長崎県保険医協会が特設ページを開設し、後発医薬品割
合を自動で算出する専用ソフトを無料提供などしていますので、施設
基準の届出にご活用ください。特設ページ→
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雇
用
問
題
等
に
関
す

る
ご
質
問
・
ご
意
見
、読

ま
れ
て
の
ご
感
想
等
を

お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す（
6
面
に
掲
載
）。詳

し
く
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」上

に
求
人
公
開

（
急
募
求
人
へ
の
迅
速
対
応
）

　

就
職
面
接
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
早
期
開
催
、有
資
格

者
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
、

各
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
た
充

足
支
援

（
求
人
充
足
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
）

　

求
人
条
件
や
求
人
票
の
記

載
内
容
を
見
直
し
、魅
力
的

か
つ
応
募
し
や
す
い
求
人
票

の
提
案

（
求
職
者
へ
の
応
募
勧
奨
）

　

求
職
者
に
求
人
情
報
の
提

供
、事
業
所
訪
問
時
に
い
た

だ
い
た
詳
細
情
報
を
活
用
し

て
の
応
募
勧
奨

（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）

　

採
用
機
会
を
増
や
す
た
め

の
、就
職
面
接
会
、事
業
所
見

学
会
等
の
開
催

（
連
携
）

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
、保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
と
求
人

充
足
に
向
け
て
の
協
力
支
援

　

支
援
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ

ん
無
料
で
す
の
で
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
採
用
支
援
の
活
用

を
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
事

業
所
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

白
鷺
克
憲

　
「
医
療
・
介
護
・
保
育
さ
さ

え
る
求
人
充
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
は
、医
療
機
関
、介
護

施
設
、保
育
施
設
な
ど
で
深

刻
化
し
て
い
る
人
材
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
支
援
事
業
で
す
。

現
在
、医
療
・
介
護
・
保
育
の

現
場
で
は
、「
求
人
を
出
し
て

も
応
募
が
来
な
い
」「
現
場
職

員
の
負
担
が
増
え
て
い
る
」

と
い
っ
た
課
題
が
全
国
的

に
発
生
し
て
い
ま
す
。特
に

地
方
で
は
、人
口
減
少
や
若

年
層
不
足
の
影
響
も
あ
り
、

人
材
確
保
は
施
設
運
営
に
直

結
す
る
大
き
な
経
営
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。採
用
に
関

し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が「【
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
1
】事
業
所
訪
問
➡

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2
】サ
ポ
ー
ト
開

始
➡【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
】採
用
実

現
」の
流
れ
で
支
援
を
行
い

ま
す
。具
体
的
な
支
援
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
求
人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
）

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン

に
使
用
済
み
核
燃
料
だ
け
が

搬
入
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、事
業
を

実
施
で
き
る
環
境
に
な
い
」

と
し
た
。し
か
し
、遅
延
な
ど

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。こ
れ
を「
け
ん
制
球
」と

と
ら
え
る
向
き
も
あ
る
が
、

尻
を
叩
い
て
再
処
理
開
始
の

迅
速
化
を
催
促
し
た
も
の

だ
。

　

日
本
原
燃
は
昨
年
末
、竣

工
前
で
あ
る
べ
き
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
の
ガ
ラ
ス
固
化

試
験
を
竣
工
後
に
行
う
と
い

う
禁
じ
手
を
表
明
。し
か
し

批
判
を
受
け
今
年
4
月
、竣

工
前
に
模
擬
廃
液
で
試
験
を

行
う
と
し
た
。過
去
の
ガ
ラ

ス
固
化
失
敗
の
原
因
で
あ
る

白
金
族
残
渣
を
含
ま
な
い
模

擬
廃
液
で
の
検
査
な
ど
更
な

る
禁
じ
手
だ
。何
が
何
で
も

竣
工
に
持
ち
込
む
ご
ま
か
し

は
許
さ
れ
な
い
。

点
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

が
、当
初
の
予
定
通
り
進
ん

で
い
る
も
の
は
ひ
と
つ
も
な

い
。要
で
あ
る
再
処
理
工
場

は
、そ
の
着
工
か
ら
33
年
を

経
て
な
お
完
成
に
い
た
っ

て
い
な
い
。2
0
2
6
年
度

竣
工
を
目
指
す
と
し
て
い
る

が
、28
回
目
の
竣
工
延
期
は

確
実
だ
。

　

日
本
に
は
、他
国
と
違
い
、

原
発
か
ら
出
る
使
用
済
み
核

燃
料
を
全
量
再
処
理
す
る
と

い
う
大
方
針
が
あ
る
。わ
が

国
で
は
、使
用
済
み
核
燃
料

は
、核
の
ゴ
ミ
で
は
な
く
資

源
＝
資
産
な
の
だ
。

　

国
内
で
の
再
処
理
は
一
向

に
進
ま
な
い
。た
ま
り
続
け

る
使
用
済
み
核
燃
料
は
、原

発
再
稼
働
の
足
枷
と
な
っ
て

い
る
。そ
こ
で
、原
発
と
再
処

理
工
場
の
中
間
に
位
置
す
る

と
い
う
意
味
合
い
の
、原
発

外
で
の
中
間
貯
蔵
と
い
う
概

念
が
生
ま
れ
て
い
た
。あ
く

ま
で
、再
処
理
が
前
提
の
一

時
貯
蔵
だ
。中
間
貯
蔵
と
い

う
事
業
は
、1
9
9
9
年
6

月
に
原
子
炉
等
規
制
法
43
条

2
項
と
し
て
法
制
化
さ
れ

た
。つ
ま
り
、前
世
紀
末
に
は

　

1
9
8
5
年
4
月
9
日
に

開
か
れ
た
青
森
県
議
会
全
員

協
議
会
で
、当
時
の
知
事
北

村
正
哉
が
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

3
点
セ
ッ
ト（
使
用
済
み
核

燃
料
再
処
理
工
場
、ウ
ラ
ン

濃
縮
工
場
、低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
埋
設
施
設
）の
青

森
県
六
ヶ
所
村
へ
の
受
け
入

れ
を
表
明
し
た
。以
来
、私
た

ち
は
こ
の
日
を
屈
辱
の
日
と

覚
え
、「
4
・
9
反
核
燃
の
日
」

と
し
て
き
た
。こ
と
し
の
4

月
11
日
に
も
、青
森
市
で
第

41
回「
4
・
9
反
核
燃
の
日
」

全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、市

内
デ
モ
に
打
っ
て
出
た
。翌

日
に
は
、六
ヶ
所
再
処
理
工

場
門
前
抗
議
行
動
と
六
ヶ
所

村
内
デ
モ
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、Ｍ
Ｏ
Ｘ
加
工
工

場
と
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
一
時
貯
蔵
施
設
を
加
え
5

再
処
理
が
予
定
通
り
に
は
そ

う
簡
単
に
こ
と
が
運
ば
な
い

と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
、翌
2
0
0
0
年
す

ぐ
さ
ま
、青
森
県
む
つ
市
が

こ
の
事
業
立
地
に
手
を
挙
げ

た
。

　

事
業
者
は「
3
・
11
」な
ど

も
の
と
も
せ
ず
施
設
の
建

設
工
事
を
行
な
い
、完
成
さ

せ
た
。2
0
2
3
年
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
審
査
が

通
っ
た
。こ
の
事
業
者
の
名

前
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯

蔵（
株
）」と
い
う
。東
京
電
力

が
80
％
、日
本
原
子
力
発
電

が
20
％
出
資
し
た
会
社
だ
。

こ
の
親
会
社
2
社
の
使
用
済

み
核
燃
料
を
搬
入
、貯
蔵
す

る
と
さ
れ
る
。東
電
は
、あ
の

大
事
故
を
起
こ
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、足
枷
と
な
る
使

用
済
み
核
燃
料
問
題
を
解
決

し
、自
社
原
発
の
再
稼
働
を

な
ん
と
し
て
も
行
う
と
し
、

恥
知
ら
ず
に
も
建
設
を
進
め

た
。そ
の
後
、や
は
り
使
用
済

み
核
燃
料
の
問
題
を
抱
え
る

他
の
電
力
会
社
救
済
の
た

め
、電
事
連
は
こ
の
施
設
の

共
同
利
用
構
想
を
公
然
化
さ

せ
た
。

　

2
0
2
4
年
9
月
、東
電

柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
初
め
て

の
使
用
済
み
核
燃
料
が
搬
入

さ
れ
、む
つ
使
用
済
み
核
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
が
稼
働
し

た
。2
0
2
5
年
10
月
、2
回

目
の
搬
入
が
行
わ
れ
た
。そ

し
て
、2
0
2
6
年
1
月
、東

電
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
起
動

の
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
た
。

　

貯
蔵
期
限
は
50
年
だ
。40

年
を
経
た
の
ち
、再
処
理
工

場
へ
の
搬
出
を
始
め
る
と
い

う
。い
っ
た
い
、そ
の
時
、再

処
理
工
場
は
あ
る
の
か
？

　

3
月
31
日
、宮
下
宗
一
郎

青
森
県
知
事
は
、2
0
2
6

年
度
の
使
用
済
み
核
燃
料
の

搬
入
を
現
時
点
で
容
認
し
な

い
と
表
明
し
た
。貯
蔵
後
に

使
用
済
み
核
燃
料
の
受
け
入

れ
先
と
な
る
再
処
理
工
場
の

完
成
が「
確
実
に
遅
れ
る
だ

ろ
う
」と
言
い「
な
し
崩
し
的

命の海を

原発よりも

186

青
森
か
ら
―
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
き�

中
道　

雅
史

核
燃
料
廃
棄
物
搬
入
阻
止
実
行
委
員
会
事
務
局
長

大
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
／
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会
実
行

委
員
会
事
務
局
長

核
の
ゴ
ミ
か
ら
未
来
を
守
る
青
森
県
民
の
会
運
営
委
員

雇用問題等Ｑ＆Ａ

面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯217◯217

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
採
用
支
援

「
医
療
・
介
護
・
保
育
さ
さ
え
る
求
人

充
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

旧広島逓信病院外来棟平和資料館 開館
～�被爆地の最前線で治療と症状解明に奮闘した
医師・職員たちの記憶

　被爆建物である旧広島
逓信病院外来棟は、旧広
島逓信局関係の附属病院

（職域病院）として1935年
に建設されました。被爆
後、数多くの負傷者が押
し寄せ、医師、職員は懸命
に治療に当たり、市内に
残った数少ない医療機関
として、医療面、調査面で
重要な役割を果たしま
した。2026年5月に全面リ
ニューアルし、広島平和
記念資料館の附属展示施
設として開館しました。
館内では、「映像シアター」を設置し、被爆地の最前線で
治療と症状解明に奮闘した医師、職員たちの物語を上
映。当時の写真や映像、関係者の証言に加え、設計図面等
に基づいて建物を立体的に再現したガイダンス映像を、
視聴者が当時の「病院内」にいる感覚となるよう作られ
ています。旧無菌的手術室・旧消毒室では、竣工時の状
態が再現されており、被爆後の逓信病院を想起できる空
間として、被爆タイルの説明や被爆後の院内の治療風景
の写真などが展示されています。ぜひ足をお運びくださ
い。
旧広島逓信病院外来棟平和資料館
◆ところ：広島市中区東白島町19-12
◆開館時間：9:00～17:00
　（映像シアター：最終上映16:10～16:30）
◆休館日：月曜日（祝日除）、祝日の翌平日、12/29～1/3
◆入館料：無料
◆駐車場：なし
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②
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、

主
張
テ
ー
マ
を
討
議
、決
定
。

③
共
済

・
休
保
制
度
加
入
・
給
付
金
請

求
審
査
。

④
総
務
・
財
政

・
第
50
回
定
期
総
会
・
記
念
講

演
に
つ
い
て
報
告
、確
認
。

・
保
険
医
厚
生
会
福
利
厚
生

事
業
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

・
保
団
連
代
議
員
会
に
関
す

る
討
議
、決
定
。

⑤
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑥
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等

を
確
認
。

⑦
そ
の
他

容
、報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事

の
参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現

勢
の
報
告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ

い
て

・
今
国
会
提
案
の
患
者
負
担

増
を
止
め
る
取
り
組
み（
請

願
書
名
、街
頭
宣
伝
）に
つ
い

て
討
議
、決
定
。

・
保
険
証
の
復
活
、資
格
確
認

書
の
全
員
交
付
を
求
め
る
取

り
組
み
の
進
捗
、要
請
に
つ

い
て
報
告
、決
定
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
討
議
、

決
定
。

　

2
0
2
6
年
5
月
12
日

（
火
）、第
25
期
第
13
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の

報
告
】

・
第
25
期
第
11
回
理
事
会
、第

12
回
臨
時
理
事
会
の
決
定
事

項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内

　

2
0
4
0
年
ま
で
に
ス
ペ

イ
ン
の
平
均
寿
命
は
、日
本

を
超
え
て
世
界
一
の
長
寿
国

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
。先
日
、ス
ペ
イ
ン
の

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
に
行

き
、
新
鮮
な
果
物
や
野
菜
、

魚
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、ナ
ッ

ツ
な
ど
を
豊
富
に
取
り
入
れ

た
食
事
と
ワ
イ
ン
、そ
の
後

の
散
歩
を
満
喫
し
て
き
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
長
寿
の
秘
訣

は
、地
中
海
料
理
に
代
表
さ

れ
る
健
康
的
な
食
事
法
、充

実
し
た
医
療
シ
ス
テ
ム
と
の

こ
と
。日
本
で
も
こ
れ
ら
を

参
考
に
、よ
り
健
康
で
長
生

き
で
き
る
社
会
を
作
る
こ
と

も
必
要
だ
と
感
じ
た
。

（
マ
ロ
ン
）

6月22日（月）
7

7
6月26日（金）6

編
集
後
記

広島県保険医協会
旧Twitter

＠hokeni_info

広島保険医新聞
への投稿、新聞
紙面へのご意見
をお寄せくださ
い。写真や絵画など、作品の画
像も募集しています。
https://tinyurl.com/27gfv9kq

広島保険医新聞
投稿・ご意見フォーム

13
25

保団連
情報サービスのご案内

保険医協会会員限定サイトには、他の保険医協会
等が開催する研究会のご案内（参加もできます）や
全国保険医新聞等のアーカイブなどがギッシリ。
ぜひ、ご登録ください。

●7月11日（土）14：30～17：00（愛知県保険医協会）
　①「開業医からみた性感染症」
　多和田　俊保　氏（たわだ泌尿器科院長）
　②「クリニックで診る睡眠時無呼吸症」
　中山　明峰　氏（めいほう睡眠めまいクリニック院長）

その他にも様々なテーマの企画を掲載

登録はこちらから
会員ならどなたでも
無料で

日常診療・請求のご相談は広島県保険医
協会まで
会員医師・歯科医師限定（会員医療機関スタッフ
含む）
お電話・ＦＡＸでも受け付けています。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

質問フォーム

https://x.gd/NZ9rr

基礎から学ぶ口腔機能管理！
明日から実践の臨床アプローチ
－歯科衛生士中心の寄り添う指導の

ポイント

講師：加藤　貴人　先生

　　 名古屋訪問在宅歯科院長

日時：7月26日（日）10：00～11：30

　　 ※要事前申込（締切7月22日（水））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセ

ミナーです。

詳細は、別途郵送でご案内します。

口腔機能実地指導料の施設基準
に関する研修会


